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1.  平成22年3月期第2四半期の業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 1,980 △5.8 91 △21.3 130 △16.9 57 700.1
21年3月期第2四半期 2,101 ― 116 ― 156 ― 7 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 7.01 6.98
21年3月期第2四半期 0.88 0.86

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 9,515 7,510 78.9 920.21
21年3月期 9,728 7,365 75.7 913.11

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  7,510百万円 21年3月期  7,365百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 4.00 4.00

22年3月期 ― 0.00

22年3月期 
（予想）

― 4.00 4.00

3.  平成22年3月期の業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,100 △28.7 85 △58.9 105 △61.1 50 ― 6.20



4.  その他 

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 9,304,400株 21年3月期  9,292,400株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期 1,142,418株 21年3月期  1,226,018株

③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年3月期第2四半期 8,152,760株 21年3月期第2四半期 8,111,929株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．第２四半期累計期間の業績予想に関しましては、平成21年５月14日付「平成21年３月期 決算短信（非連結）」において発表いたしました業績予想を修 
 正いたしました。なお、業績予想の修正内容につきましては、平成21年10月26日に公表しております「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照くださ 
 い。 
２．上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、今後
 様々な要因によって上記予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想数値に関する事項は、添付資料の４ページ【定性的情報・財務諸表等】３． 
 業績予想に関する定性的情報をご覧下さい。 



定性的情報・財務諸表等 

１．経営成績に関する定性的情報 

  当第２四半期における我が国の経済は、政府が景気底打ち宣言を行ったものの、失業率は過去最高水準を記録し、

個人消費の冷え込みは深刻さを増しており、依然として厳しい状況が続いております。また、当社に関連の深い建設

業界も、公共工事抑制の動きが顕著になる中、建設需要そのものが弱含み、先行きの不透明感が一層強まっておりま

す。 

このような状況下で当社の第２四半期の業績は、売上高１９億８千万円（前年同期比5.8％減）、営業利益９千１

百万円（前年同期比21.3％減）、経常利益１億３千万円（前年同期比16.9％減）と減収減益となりました。 

事業別にみると、主力のスパンクリート事業は、景気減速によるマンションを始めとする建設需要減の影響を受

け、前事業年度からの継続案件の成田高速鉄道や九州新幹線の防音壁の特需等はありましたが、出荷数量が対前年同

期比28.1％減少し、売上高は１８億４千７百万円（前年同期比6.3％減）と減収となりました。利益面では主要販売

施策の「流通倉庫、工場、防音壁等の相対的に粗利益率の良好な壁板拡販へ注力」が一部功を奏し営業粗利益率は上

昇したものの、原材料価格が高止まりの中、生産数量が対前年同期比33.0％減少、工場の採算が悪化したこと等か

ら、最終的に営業利益は１千７百万円（前年同期比67.3％減）と減益となりました。一方、不動産事業は貸しビル３

棟の稼動が好調を持続、大規模改修の償却負担増を吸収して安定収益を計上しており、売上高１億３千２百万円（前

年同期比2.6％増）、営業利益７千５百万円（前年同期比11.3％増）と増収増益となりました。 

四半期純利益につきましては、有価証券の減損処理等の特別損失６千７百万円を計上しましたが、５千７百万円の

四半期純利益（前年同期比700.1％増）となりました。 

２．財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期末の総資産は、前事業年度末に比べて２億１千３百万円減少して９５億１千５百万円となりました。

流動資産は、前事業年度末比９千４百万円減少しておりますが、そのうち主な勘定科目は、請負工事に係る原価の

計上基準の変更に伴い未成工事支出金が１億９百万円減少したこと等によるものであります。 

固定資産は、投資有価証券が売却・償還等で８千８百万円減少したことを主因に１億１千９百万円減少しておりま

す。 

負債につきましては、借入金の返済で１億５千万円、買入債務の減少で１億４百万円等の減少により流動負債が３

億５千４百万円減少し、固定負債は長期未払金の減少等により４百万円減少しております。 

純資産につきましては、株式市況が前事業年度末に比べ好転したことに伴うその他有価証券評価差額金１億６百万

円の増加と自己株式２千７百万円の増加等により前事業年度末比１億４千５百万円増加し、７５億１千万円となりま

した。この結果、自己資本比率は78.9％（前事業年度末75.7％）になっております。 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前事業年度末比３億４千８百万

円増加して２２億２千２百万円となりました。 

当第２四半期における前事業年度末比各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果、増加した資金は３億４千８百万円（前年同期２億１千１百万円の減少）となりました。 

これは主に、税引前四半期純利益６千２百万円、減価償却費７千４百万円、売上債権の減少２億５千４百万円、

たな卸資産の減少１億４千９百万円等による資金の増加が、仕入債務の減少１億４百万円の支出等による資金の減

少を上回ったものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果、増加した資金は１億６千５百万円（前年同期６百万円の減少）となりました。 

これは主に、投資有価証券の売却等による収入３億９千１百万円等があり、投資有価証券の取得資金２億円等の

支出を上回ったものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果、減少した資金は１億６千８百万円（前年同期２億１千７百万円の減少）となりました。 

これは主に、自己株式の処分による収入３千１百万円等を、短期借入金の返済１億円、長期借入金の返済５千万

円、配当金の支払３千２百万円による支出が上回ったものであります。  



３．業績予想に関する定性的情報 

第２四半期の業績はある程度の利益は確保できたものの、今後の受注数量減少・原材料高の影響は予断を許さない

ものがあります。 

従いまして、当第２四半期での平成22年３月期の業績予想の修正は行わず、状況変化に即応しながら全社一丸とな

って経営課題に取り組んで参ります。 

４．その他 

（１）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

１．簡便な会計処理 

・固定資産の減価償却費の算定方法 

減価償却の方法として定率法を採用している固定資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按

分して算定する方法によっております。 

２．四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

・法人税等の算定方法 

税金費用に関しては、当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。  

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実

効税率を使用する方法によっております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

・完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関す

る会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企

業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期会計期間より適用し、第１四半期会計期間に着

手した工事契約から、当第２四半期会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事につい

ては工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用し

ております。 

これにより、売上高は１億９百万円増加し、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益は、それぞれ６６０

千円減少しております。 



５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,936,780 1,587,996

受取手形 836,191 951,894

売掛金 155,191 357,372

完成工事未収入金 69,663 5,947

有価証券 536,199 588,599

商品及び製品 56,117 85,700

仕掛品 4,954 5,245

原材料及び貯蔵品 57,445 68,046

未成工事支出金 18,975 128,140

その他 94,625 81,231

流動資産合計 3,766,143 3,860,176

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,025,585 1,045,707

機械及び装置（純額） 264,338 273,804

土地 3,099,691 3,099,691

その他（純額） 133,995 140,907

有形固定資産合計 4,523,610 4,560,110

無形固定資産 13,452 12,352

投資その他の資産   

投資有価証券 980,784 1,069,166

その他 231,680 227,149

投資その他の資産合計 1,212,464 1,296,316

固定資産合計 5,749,527 5,868,778

資産合計 9,515,670 9,728,955

負債の部   

流動負債   

買掛金 62,467 93,961

工事未払金 88,559 161,295

短期借入金 700,000 800,000

1年内返済予定の長期借入金 25,000 75,000

未払法人税等 13,700 12,970

その他 303,027 404,098

流動負債合計 1,192,754 1,547,325

固定負債   

その他 812,186 816,160

固定負債合計 812,186 816,160

負債合計 2,004,941 2,363,486



（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,295,896 3,295,893

資本剰余金 3,696,666 3,710,472

利益剰余金 797,249 772,338

自己株式 △290,409 △317,727

株主資本合計 7,499,402 7,460,975

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △66,590 △173,424

土地再評価差額金 77,917 77,917

評価・換算差額等合計 11,327 △95,506

純資産合計 7,510,729 7,365,468

負債純資産合計 9,515,670 9,728,955



（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 2,101,418 1,980,438

売上原価 1,701,585 1,617,119

売上総利益 399,833 363,318

販売費及び一般管理費 283,714 271,935

営業利益 116,118 91,383

営業外収益   

受取利息 16,834 14,891

受取配当金 7,778 6,915

投資有価証券売却益 28,668 11,065

その他 14,953 12,418

営業外収益合計 68,234 45,291

営業外費用   

支払利息 6,336 5,417

投資有価証券売却損 5,594 －

投資事業組合運用損 10,241 －

その他 5,527 1,122

営業外費用合計 27,699 6,540

経常利益 156,653 130,133

特別損失   

投資有価証券評価損 146,002 55,956

投資有価証券償還損 － 11,600

特別損失合計 146,002 67,556

税引前四半期純利益 10,651 62,576

法人税等 3,504 5,400

四半期純利益 7,146 57,176



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 10,651 62,576

減価償却費 83,669 74,907

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10,000 －

受取利息及び受取配当金 △8,292 △7,349

有価証券利息 △16,319 △14,456

支払利息 6,336 5,417

投資有価証券売却損益（△は益） △23,073 △11,065

為替差損益（△は益） 2,846 △2,412

投資有価証券評価損益（△は益） 146,002 55,956

投資有価証券償還損益（△は益） － 11,600

投資事業組合運用損益（△は益） 10,241 －

売上債権の増減額（△は増加） △94,911 254,168

たな卸資産の増減額（△は増加） △89,598 149,641

未成工事受入金の増減額（△は減少） △34,920 △47,299

仕入債務の増減額（△は減少） 2,818 △104,230

引当金の増減額（△は減少） 6,980 －

長期未払金の増減額（△は減少） △87,824 △3,112

その他 △25,565 △84,689

小計 △120,961 339,652

利息及び配当金の受取額 24,445 20,137

利息の支払額 △6,336 △5,417

法人税等の支払額 △108,371 △5,378

営業活動によるキャッシュ・フロー △211,223 348,994

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △294,742 △200,042

投資有価証券の売却による収入 311,334 391,081

有形固定資産の取得による支出 △22,495 △21,853

無形固定資産の取得による支出 △2,185 △3,100

その他 1,219 △268

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,868 165,816

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 △100,000 △100,000

長期借入金の返済による支出 △50,000 △50,000

自己株式の処分による収入 － 31,982

自己株式の取得による支出 △3,660 △18,473

配当金の支払額 △63,766 △32,041

その他 137 6

財務活動によるキャッシュ・フロー △217,289 △168,526

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,846 2,412

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △438,228 348,697

現金及び現金同等物の期首残高 2,332,747 1,873,918

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,894,519 2,222,616



（４）継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 

６．その他の情報 

該当事項はありません。 
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